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王

津

村
発
見
､
門
向
尊
仰
減
州
､
永
拙
川
中
記
｡

p
･.
常
が
村
方
浦
'
轡
官
尊
群
青
文
部
(
城
中
)

節

八
啓

第
二
凍

二
三

四

C･

ハ
､
｢近
江
人
物
志
｣
移
村
長
衣
桁
門
の
催
(慶
長
七
郎
)

こ
､
脚
洲
州
各
町
村
柁
視
の
兇
蕃
記
催
番
料
｡

･13

晦
押
紙
象
撃

繋
琶
湖
嗣
漉
非
望

大
正
十
五
坤
九
月
列
｡

信
濃
中
英
高
墨
の
地
質
及
び
地
形
撃
的
意
義

本

間

不

二

男

(参
照
地
相

隣
地
洲
虫
部
五
端
分
之
寵
｢
利
E
j｢
取
訪
｣
)

緒

言

松
本
市
の
兼
方
十
光
粁
春
の
朋
に
凡
そ
二
千
米
の
苗

距
を
有
す
る

一
高
原
､
美
ヶ
原
及
び
之
組
に
連
縛
す
る

地
域
が
存
在
す
る
此
塵
は
安
曇
及
び
於
本
革
p
千
曲
川

流
域
平
野

善
光
寺
卒
及
び
小
腺
平
野
)及
び
諏
訪
盆
地

の
三
方
の
低
地
に
よ
っ
で
国
税
せ
ら
る
倍
濃
中
央
部
山

地
中
の
最
高
地
域
の

一
で
あ
っ
て
､
此
の
他
に
も
第
四

紀
に
噴
出
せ
る
火
山
が
酉
南
方
に

一
群
を
な
し
所
謂
八

ヶ
岳
超
脱

ÎJ
な
っ
て
聾
え
で
居
る
け
れ
.(,/J
も
未
だ
以
っ

て
中
央
山
地
の
中
央
ビ
な
す
革
は
出
水
ぬ
｡
此
の
美
ケ

原
苗
轟
四
近
の
山
頂
部
は
地
異
撃
的
に
考

へ
て
二
地
域

に
院
別
さ
れ
る
｡
即
ち

1
は
笛
四
配
複
那
安
山
岩
の
熔

岩
轟
よ
り
成
る
糞
ケ
原
で
あ
っ
て
､
他
は

『
第
三
紀
中

新
世
～J
考

へ
ら
れ
る
内
村
暦
』
だ
『
之
れ
を
貫

い
て
中
新

世
後
車
の
成
る
時
期
に
漣
入
る
石
英
閃
哲

石
』
ど
よ
-

成
る
武
石
峰
地
域
で
あ
る
｡
此
秒
商
量
の
南
方
産
長
は

溝
川
を
挟
ん
で
封
時
す
る
鉢
伏
山
頂
の
卒
坦
面
上
に
見

ら
る
る
が
故
に
筆
者
は
両
地
域
を
総
柄
し
且
つ
第
四
紀

以
前
の
高
原
面
を
盛
宴
親
し
て
之
れ
を
地
形
及
び
地
質

撃
的
に
武
石
鉢
伏
置
ビ
名
柄
し
､
俗
栴
信
濃
中
央
高
婁

ビ
L
庇
い
0



我
園
に
於
い
て
今
日
見
る
唯
平
原
の
遺
跡
は
中
新
世

以
前
の
も
の
flt
-
三

fT=
ふ
多
-
の
論
者
の
説
に
筆
者
は

今
抗
言
せ
ん
だ
す
る
も
の
で
は
な

い
｡
然
し
矢
部
数
接

が
節
三
配
後
年
に
行
ほ
れ
た
平
原
化

作
用
に
屡

々
抹
意

せ
ら
れ
た
事
は
竹村
著
の
大

い
に
戚
謝
す
る
慮
で
あ
る
｡

何
だ
Bふ
れ
は
今
此
塵
に
述

べ
ん

こ̂
す
る
虞
は
賓
に
第
三

紀
僻
新
世
の
恐
ら
-
は
役
牛
に
於

い
て
完
成
せ
る
殆
ぎ

唯
平
原
に
近
き
地
親
を
有
す
る
高
原
の

一
例
で
あ
っ
て

此
の
地
域
は
正
に
富
士
火
山
帯
上
の

1
地
域
寧

不
め
､

嘗
て
聾
者
が
指
示
し
た
丹
滞
山
塊
上
の
平
坦
再
構
成
期

借
聴
中
空

冊
詔
S
E地
邪
及

び
地
形
礎
的
意
銘

ビ
同

.i
の
時
期
の
鎮
成
に
因
る
も
の

で
は
な
い
か
ど
考

へ
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る

0
少
-
ど
も
長
野
豚
中
部
は
新
第
三

紀
前
車
を
沌
し
て
海
水
に
蔽
は
れ
且

つ
岩
柴
送
入
に
依
る
局
部
的
確
曲
を

除
け
ば
下
部
=
鮮
新
世
の
欄
暦

(
横
山

珊
撃
土
の
州
村
に
産
す
る
化
石
群
の

研
究

に
依
れ
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
下
部
鮮
新
に
常
る

E
t
ch
e
goin

f
orm
atio
n

中
に
産
す
る

化
石
群
と

酢
槻
す
)
堆
積
が
了
る
迄
薯
し
き
摺

曲
運
動
が
無
っ
た
｡
然

る
に
此
の
刷

暦
堆
積
後
は
今
=
に
至
る
迄
我
々
の

1.･....
(
.t

.
四

】
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調
査
せ
る
地
域

(
長
野
市
'
育
赤
潮
智
北
蛍
だ
し
､
諏

訪
盆
地
に
及
ぶ
地
域
)
内
に
は
何
等
梅
成
層
を
見
ず
唯

頗
川
暦

(
恐
-
第
四
紀
政
初
の
堆
積
暦
な
ら
ん
)
の
み

が
地
魂
運
動
に
依
っ
て
生
じ
た
る
閏
地
中
に
激
p
砂
及

び
粘
土
等
の
tJ
.暦
,1J
な
っ
て
鞘
摘
-
分
布
し
て
屠
る
｡

此
の
状
況
は
越
後
洲
田
地
方
の
地
質
に
就
い
て
報
せ
ら

る
る
彪
ど
よ
-

1
致
し
て
居
る
｡
之
れ
だ
け
の
罫
薯
に

基
い
で
推
定
す
れ
ば
木
地
方
の
太
郎
分

が陸
地
ど
な
っ

た
の
は
榊
瀞
堆
積
後
で
あ
っ
て
盈
ら
-
鮮
新
世
前
車
の

内
で
あ
る
だ
ら
う
｡
炊
…し
て
北
の
陸
化
運
動
は
州
暦
も

之
れ
よ
り
下
の
地
層
ビ
共
に
褐
曲
せ
る
布
質
よ
-
如

断

し
て

一
の
著
し
い
河
曲
運
動
で
飽
川
暦
堆
積
の
凹
地
を

構
成
し
た
地
塊
運
動
よ
-
は
育
-
且
つ
地
力
撃
的
悪
塊

を
典
に
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

此
虞
に
著
し
き
事
賓
は
善
光
寺
よ
り
麻
緯
盆
地
及
び

倉

旧
盆
地
を
経
て
洩
間
盆
地

(
博
聞
況
泉
の
存
在
す
る

地
域
を
暇
銅
す
)
に
至
る

1
低
地
帯
を
境
堺
f̂J
L
.
此

の
東
側
地
域
に
は
地
下
に
探
成
岩
塊
を
減
し
､
水
成
岩

は
概
し
て
東
西
の
走
行
を
有
し
北
方
に
授
科
し
て
屠
る

之
れ
に
反
し
酉
側
地
域
の
水
成
岩
は
急
傾
斜
を
な
し
つ

第
二
班

二由
讐

7

つ
軌
榊
の
南
北
走
iF
る
背
斜
軸
及
び
向
斜
軸
を
有
し
前

者
ビ
著
し
-
利
異
す
る
を
見
る
｡
然
も
比
の
由

側
地
域

に
放
て
す
ら
花
々
は
今
日
よ
-
温
か
に
綬
か
な
傾
斜
を

有
せ
し
前
職
勉
の
地
形
が
安
曇
坤
兼
蓮

(
汎
心
ら
-
皆
時

は
飛
騨
山
脈
兼
盈
)
か
ら
次
第
に
善
光
寺
卒
及
び
犀
川

に
向
つ
て
援
斜
し
て
屠
る

(
此
の
状
況
の

一
部
分
に
就

い
て
は
既
に
辻
村
珊
撃
士
が
着
服
し
て
居
ら
れ
る
L
p

筆
者
も
賂
楽

三
日述

べ
や
-
ビ
思
っ
て
居
る
)
か
ら
P

暇
-
.に
中
央
商
量
の
陸
化
が
本
地
方
の
摺
曲
期
よ
り
育

-
あ
っ
た
ど
し
て

も
.
此
地
方
の
上
に
聡
平
原
に
近
い

地
貌
は
主
だ
し
此
の
時
期
エ
-
以
後
の
刷
制
作
用
に
依

っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
な
る
事
は
想
像
す
る
に
那
-
な

い
｡
中
央
高
姦
陸
化
の
時
期
が
中
新
世
末
葉
頃
に
行
は

れ
し
な
ら
ん
ビ
推
定
す
る
材
料
は
横
山
州
学
士
の
本
地

方
北
部
の
化
石
研
究
の
粘
基
か
ら
供
給
さ
れ
て
屠
る
｡

即
ち
仝
氏
の
研
究
に
依
れ
ば
'
刑
暦
の
下
位
に
凍
る
筆

者
等
の
青
木
層
上
部
ビ
名
綱
せ
る
地
暦
が
上
部
中
新
世

(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

S
an
P
ab
to
form
ation
)
だ
考

へ
ら

れ

､

漉

昔
地
方
の
寒
流
中
に
棲
息
す

る
産

物
群
の

化
石
を
合
を
以
っ
て
.
氏
が
先
き
に
研
究
せ
ら
れ
た
る



含
む
も

の
}J
著

し
-
鶴
を
興
し

て
屠
る
革
質
を

指
適
さ
れ
て
屠

る
｡
且

つ
州
暦

の
浬
海
寒
洗

榛

の
生
物
群
中
に

は

一
個

の
袷
き

急
流
淡
水
中
に

棲
息
す

る
化
石

(
滅
亡

穏
)が
磯

兄
さ
れ
て
屠
る

之
れ
等

の
轟
薯

は
何
れ
も
今
日

太
卒
洋
岸
に
あ

る
大
井
川
地
方

だ
本
地
方
ビ
が

陸
地
を
以
っ
て

遠
州
大
井
川
附
妃
の
地
厨
だ
殆
..u
同
時
代
L･4
る
に
踊
ら

せ
後
者
が
温
雅
暖
流
中
に
棲
息
す
る
産
物
群
の
化
石
を

t=･舶
中
火
;‥塁
.Ji山
地

斑
及
び
地
形

学

的
滋
式

振
ら
れ

L
に
非
ざ
る

か
の

考
へ

を
抱
か
し
む
る
も

の
で

あ
る
〇

三

弧

囲
三
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今
此
の
地
域
に
於
け
る
地
形
及
び
必
要
な
ろ
地
質
的

状
況
に
就
い
て
精
詳
述
す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

｢

武
石
蝉
及
び
美
ヶ
原
高
藁
の
地
貌

此
の
山
地
の
些
愉
貼
附
近
で
は
第
四
紀
火
山
噴
出
物

に
蔽
ほ
れ
な
い
所
に
も
今
日
蛮
旦
向
原
を
現
し
嘗
て
此

度
に
堆
串
原
に

近
い
非
常
に
起
伏
の
経
漫
な
丘
陵
地
が

構
成
さ
れ
た
非
を
雅
緋
に
物
語
っ
て
屠
る
｡
英
ケ
原
の

紡
二
幼

二
六

四
四

虚
も
所
練

の
1
個
所
を
除

い
て
は
五
官
米
を
下
ら
す
焼

き
虞
は
千

米を
越
え
廉
豪
約
五
平
方
粁
に
及
ぶ
空

別
の

高
麗
を
構
成
し
て
居
る
｡
又
此
の
安
山
岩
高
壷
の
基
底

.<q.A't･･す
前
愉
廻
侵
蝕
両
も
高
姦
西
端
か
ら
北
々
蘭
に
向

っ
て
約
三

･
五
粁
の
問
に
延
長
し
最
低
瓢
約

一
八
五
〇

米
'
重
荷
瓢

一
九
七
二
･
六
米
(武
石
峰
)
の
高
度
を
保

っ
て
起
伏
し
で
居
る
｡
従
っ
て
之
れ
を
北
方
二
十
五
粁

(蹴 三 第)名
桝
を
以

っ

て
呼

ぼ

る

る

複

郁

安
山

岩
の
高
轟
は
其
の

政
商
瓢
が
二
〇
三
_

･
三
光
の
高
距
を
有
し
明
ら
か
に

此
の
丘
陵
性
高
姦
上
に
流
出
し
た
る
も
の
で
あ
っ
て

1

九
五

〇
米
乃
至
二
〇
三
四
･
三
光
の
高
さ
を
保
ち
つ
～

西
端
王
ケ
鼻
(
一
九
九
入
来
)
よ
-
東
南
搬
茶
臼
山

(
二

〇
〇
六
米
)の
北
耽
r:約

1
九
五
〇
米
)
迄
約
四
粁
､
又

兼
北
端
物
見
石
山

(
一
九
八
五
米
)
の
甜
就
(
約

一
九
六

〇
米
)
迄
約
四

･
五
粁
の
間
に
庚
が
-
其
の
幅
は
敷
き

を
隔
た
る
上

田
附
近
よ
b
望
む
時
は
親
憾
状
の
連
山
が

陀
立
す
る
二
箱
の
山
脈
の
後
方

に

一
組
を
以
っ
て
天
地

を
割
す
る
美
ヶ
原
高
壷
が
平
原
の
涯
に
見
る
地
平
線
の

加
-
横
穴
は
る
を
見
る
で
あ
ら
-
｡
倭
少
に
し
て
髄
航

た
る
前
面
の
小
山
脈
ど
こ鹿
北
に
し
て
寛
容
t･t
る
此
の
高

原
ビ
は
賓
に

1
佃
の
典
横
な
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る

近
時
此
の
高
相
が
南
方
の
鉢
伏
山
地
･fJ
共
に
中
央
高
速

の
名
,官
以
っ
て
呼
ば
れ
漸
や
-
自
然
科
畢
変
好
者
の
踏

号

1
-

-

･
･
･
一
､1

-

1

-
.-

-

-
--･･j
JHIT-
･･j
l
･-
･･･1
p
-･･-
･･1
7
…
.
i
.I.(.P･I.P･...宅
i
.､'一i
..-
二



堂
繁
か
ら
ん
だ
す
る
に
至
っ
た
都
は
菩
ぶ
べ
き
事
で
あ

る

〇

二
､
鉢
伏
山
四
連
の
地
貌

美
ケ
掠
高
毒
南
面
は
五
百
米
飴
の
懸
崖
を
以
っ
て
入

山
速
地
溝
の
北
蓮
三
城
牧
場
に
下
-
､
東
に
大
官
米
の

急
坂
を
下
っ
て
入
山
蓮
村
薄
川
の
淡
谷
に
連
す
る
｡
之

れ
よ
り
南
方
に
再
び
急
坂
を
上
れ
ば
官
入
山

(
1
五
三

〇

･
五
米
)
の
北
方
な
る

一
五
〇
〇
米
の
高
度
に
於
い

て
1
小
平
地
が
存
在
し
て
既
に
前
職
祖
の
浸
蝕
両
を
見

る
事
が
出
氷
る
｡
之
れ
よ
h
分
水
嶺
上
を
兼
南
に
上
ら

行
け
ば
前
鉢
伏
出
(
1
八
二
二
ハ
･
一
光
)の
近
-
に
於

い

て
二
南
米
の
急
坂
を
上
-
て
再
び
明
ら
か
な
る
前
勝
地

の
荘
蝕
而
上
に
出
で
更
に
東
南
に
進
ん
で
救
高
瓢

一
九

二
八

･
五
米
を
占
め
る
鉢
伏
山
に
達
す
る
｡
又
前
鉢
伏

山
か
ら
西
南
に
進
め
ば
魚
激
に
二
首
飴
の
高
庇
を
減
じ

千
六
宵
米
前
後
の
高
庇
を
保
ち
つ
つ
四
粁
飴
り
南
進
す

る
軍
が
出
凍
る
｡
此
の
山
頂
は
旗
-
綬
か
に
起
伏
し
其

の
最
高
瓢
に
督
る
高
ポ
ッ
チ
山
(
一
六
六
四

･
九
米
)
紘

寧
ろ
南
方
に
任
し
山
頂
の
軸
よ
･C
も
兼
に
偏
し
た
朗
に

信
故
中
央
高
基
の
-=
邸
及

び
地
形
串
的
苦
栽

あ

る
0

此

の

前
端
蒐
地
形
の
南
魂
は
断
層
を
意
味
す
る

一
の
急

坂
に
依
っ
て
地
下
に
没
し
､
兼
山
火
山
が
此
の
前
方
に

噴
出
し
て
居
る
U

此
虞
に
述
べ
た
る
宮
入
山
南
方
朗
々
に
存
在
す
る
急

坂
の
南
朝Iq
は
皆
同

1
の
岩
石
よ
-
成
-
此
の
地
形
上
S
.

不
迎
紀
が
岩
石
の
差
分
侵
蝕
に
依
っ
て
生
じ
た
も
の
･fJ

は
考

へ
る
都
が
出
水
な
い
0
叉
老
年
期
の
丘
陵
地
に
逢

し
た
前
便
触
両
が
斯
-
の
如
き
急
坂
を
常
時
揮
っ
て
屠

っ
た
串
は
理
論
上
此
れ
等
の
急
牧
が
平
原
作
用
後
の
地

殻
遊
動
に
依
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
k)解
秤
す

べ
き
で
あ

る
｡
故
に
此
の
地
形
上
の
都
賀
に
依
っ
て
我
々
は
武
石

鉢
伏
笹
の
前
侵
蝕
面
形
成
後
に
起
っ
た
二
三
の
地
塊
運

動
を
汲
想
す
る
蔀
が
出
凍
る
の
で
あ
る
｡
然
し
之
れ
を

決
定
す
る
に
は

一
方
現
愉
軸
の
侵
蝕
が
何
虚
ま
で
働
い

て
居
る
か
を
も
考
査
す
る
必
要
が
あ
る
J

三
､
中
央
高
壷
を
日
本
ア
ル
プ
ス
末

座
よ
り
望
む

試
み
に
去
っ
て
飛
騨
山
脈
の
兼
茂
に
至
り
絵
本
平
の

こ
屯

凹
五



地

銀

第
八
番

東
方
に
聾
ゆ
る
武
石
も
鉢
伏
の
有
毒
を
眺
望
す
れ
ば
北

方
､
西
南
及
び
南
方
に
次
節
に
高
度
を
減
ず
る
疏
-
綬

か
な
山
頂
の
間
に
今
Ⅴ
学
谷
を
刻
み
つ
つ
あ
る
多
-
の

演
谷
を
明
ら
か
に
見
る
で
あ
ら
う
｡

即
ち
比
の
山
塊
は
鮫
尻
峠
北
方
(豹

l
四
〇
〇
米
TJよ
り

武
石
峠
(約

1
八
〇
〇
米
)
に
至
る
二
十
肝
の
間
に
於
い

て
両
者
を
結
ふ
基
線
よ
･C,.約
四
百
米
錫
の
高
さ
を
有
す

る
前
翰
勉
の
腔
か
な
る
折
状
大
出
地
を
量
っ
た
老
年
期

の
地
形
ビ
硯
侵
蝕
輪
廻
中
に
彫
刻
さ
れ

た
若
年
鋤
地
形

ど
の
二
要
素
か
ら
成
っ
て
居
る
串
を
明
示
し
て
屠
る
｡

四
.
寒
地
踏
査
は
依
る
観
察
の

g
例

同
様
の
状
況
は
此
の
山
地
を
貸
地
に
踏
査
す
れ
ば
定

に
精
細
に
軌
放
せ
ら
る
る
朋
で
あ
っ
て
今
武
石
村
下
武

石
よ
り
赫

ノ
湯
を
凍
て
上
和
田
に
至
る
道
に
階
ふ
て
谷

を
上
れ
ば
蹴

ノ
湯
迄
は
精
焼
き
Ⅴ
草
谷
の
甲
を
行
-
p

此
盛
を
過
ぎ
て
上
る
墾

j.
三
宮
米
に
し
て
閣
寓
の
安

山
岩
の
火
山
よ
-
凍
る
黒
色
の
士
激
が
急
に
増
加
し
谷

S
)両
側
の
斜
面
が
授
か
に
な
っ
て
居
る
の
を
磯
風
す
る

回

『
此
の
安
Ht
岩
熔
岩
の
酉
北
側
に
沿
ふ
谷
は
特
に
洗

妨
二
雄

三(

凶
六

-
新
ら
し
い
Ⅴ
字
形
を
刻
ん
で
熔
岩
の
噴
出
後
之
れ
を

避
け
て
蕪
じ
た
る
状
況
を
示
め
し
て
屠
り
』
㈲

『
熔
岩

自
慢
は
嘗
て
春
在
し
た
谷
の
坤
に
流
れ
下
っ
て
凍
れ
罫

か･責

め
し
て
居
る
』
此
の
火
山
の
硯
を
過
ぎ
て
上
る
革

7
粁
飴
'
路
に
頂
上
に
達
せ
ん
AJよ
り
る
盛
に
至
れ
ば
谷

の
藤

は
突
然
開
い
て
1C

『
幅
焼
き
U
字
形
ど
な
-
』
伺

『
山
頂
に
は

一
再
の
綬
ら
か
に
鵡
伏
す
る
幅
戯
き
革
地

が
展
開
す
る
』
峠
を
適
え
て
商
方
に
下
れ
ば
再
び
急
傾

斜
を
な
す
Ⅴ
寧
谷
の
中
を
行
き
､
下
に
了
つ
た
鹿
に
西

方
の
火
山
よ
-
押
し
出
さ
れ
た
る
安
山
岩
の
士
魂
か
ら

成
る
綬
傾
斜
地
が
我
見
さ
れ
る
｡
而
し
て
之
よ
-
以
後

道
は
産
傾
斜
を
爵
す
谷
に
階
ふ
て
上
布
田
に
下
る
｡
酬

『
B･3
ふ
に
峠
南
面
の
蕊
取
は
断
畢

雌
に
し
て
p
酋
方
に

存
在
す
る
犬
入
ら
ず
火
山
の
噴
火
口
が
問
か
る
る
動
碑

を
輿

へ
花
も
の
で
あ
ら
-
』
斯
-
仔
細
に
賓
地
を
踏
査

し
凍
れ
ば
回

(最
も
新
し
き
谷
)
㈲

(
現
輪
廻
中
に
噴

火
を
行
っ
た
火
山
磯
鐘
以
前
の
谷
)
世

(
現
輪
廻
中
に

捷
じ
た
る
新
嘗

讐

及
び

回

(前
輪
廻
準
平
原
面
)
項

に
指
通
し
た
る
革
賓
を
通
し
て
山
頂
に
存
在
す
る
前
侵

蝕
面
上
に
現
在
彫
刻
を
行
っ
て
居
る
,i.SJ谷
が

山
鹿
可
成



-
侵
蝕
を
進
め
た
る
後
地
塊
運
動
ビ
之

れ
に
件

へ
る
火

山
活
鋤
に
過
ひ
p
或
る
部
分
で
は
揮

谷

の
若
返
-
を
起

し
或
は
新
し
き
谷
の
成
産
が
あ
り
､
叉
他
の
地
域
で
は

谷
の
老
衰
が
起
っ
た
も
の
で
あ
る
部
が
想
像
さ
れ
る
｡

玉
.
硯
憧
蝕
期
を
㈲
前
.
回
後
の
二
期

陀
大
別
す
べ
き
地
質
嬰
的
諾
櫨

此
の
想
像
を
確
む
る
乾
に
釆
婁
な
る
地
異
撃
上
の
革

賓
ビ
し
て
仰
我
々
は
ノ
ク
ツ
パ
ラ

(
武
石
村
武
石
北
方

な
る
武
石
山
脈
山
染
上
の

一
鮒
郵
)
に
於
げ
ろ
複
輝
安

:T
岩
基
塊
岩
の

一
小
露
出
を
繋
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.

何
ど
な
れ
ば
此
の
地
鮎
は
合
然
内
村
暦
地
域
の
内
に
あ

･D
.
基
塊
薯
は
武
石
州
成
庄
以
前
の
苗
方
に
於
け
る
火

山
活
動
の
結
果
此
の
地
方

1
両
が
賠
ふ
は
る
る
に
至
っ

た
火
山
相
川
物
の
残
り
bJ
考

へ
る
よ
-
外
に
説
明
の
方

法
が
汀･b
い
か
ら
で
あ
る
｡
史
にこ
㈲
武
石
峠
頂
上
附
近
に

は
石
英
閃
榛
岩
及
び
柾

岩
の
t園
磯
が
我
見
さ
る
る
も
此

盛
は
内
村
暦
疑
衣
岩
の

地
域
で
あ
っ
て
簡
恥
に
僻
粋
す

れ
ば
唯
平
原
面
上
,伊,流
れ
た
水
に
依
っ
て
運
ば
れ
た
も

の
だ
想
像
さ
れ
る
｡
此
の
磯
に
は
安
山
岩
を
含
ま
な
い

侶
総
や
火
筒
窮
の
州
封
及
び
地
形
串
的
怒
鶴

か
ら
美
ヶ
原
熔
岩
轟
を
作
っ
た
火
山
活
動
が
始
ま
る
以

前
で
あ
っ
た
罫
は
勿
給
で
あ
る
.

然
し
て
武
石
峠
よ
-
北
方
五
粁
な
る
保
雨
寺
崎
の
間
に

於
て
山
脈
は
鋸
歯
峰
を
量
L
t
保
而
寺
峠
よ
り
北
の
山

頂

(
瀧
山
山
脈
の
山
頂
)
に
は
蕃
び
麿
斜
面
が
出
現
す

る
｡
之
れ
軍
事
薯
は
此
の
磯
が
現
輪
廻
前
年
に
此
巌
に

運
び
Ⅲ
さ
れ
た
.も
の
の
蒐
-
で
あ
る
ど
の
,考

へ
方
に
我

々
を
導
-
｡
況
や
地
質
撃
上
内
村
暦
の
上
に
凍
る
も
の

が
別
所
暦
貢
岩
で
あ
る
が
故
に
内
村
圏
か
髄

へ
る
何
等

か
の
磯
岩
中
の
磯
が
或
る
べ
き
場
合
を
想
像
す
る
轟
が

極
め
て
困
難
に
し
て
此
の
磯
は
立
科
北
恋
に
生
じ
た
園

地
に
流
れ
た
る
現
輪
廻
前
年
の
州
に
依
っ
て
運
ば
れ
た

乙
も
の
L･i
る
都
を
指
示
す
る
に
於
い
て
お
や
｡

六
.
現
煽
蝕
輪
廻
後
輩
に
放
れ
る
小

狸
勤
の

叫
例

次
の
現
輪
廻
の
後
車
に
麗
-
つ
つ
あ
る
小
鼻
動
を
知

る
蔑
め
正
に
地
形
岡
上
に
多
少
抹
意
を
沸

へ
ば
武
石
川

洗
域
が
可
成
ら
近
い
時
期
に

山
鹿
雄
積
期
に
入
っ
た
轟

は
明
か
で
あ
る
｡'
日
下
は
帯
び
若
返
り
つ
つ
あ
る
が
如

t
克

四
七



地

球

第

t!+
巻

-
見
え
る
)
｡

其
の
珊
由
は
此
の
谷
を
作
る
平
地
は
両
側

の
山
地
よ
-
崩
れ
て
凍
た
鋼
帯
士
ば
か
･C,で
は
ぢ
-
武

石
川
の
建
設
作
用
に
依
る
も
の
の
大
に
し
て
此
の
武
石

川
の
谷
崎
が
水
丑
に
封
し
不
歯
とこ
餌
-
且
っ
現
在
の
川

が
此
の
平
地
の

')
側
を
侵
蝕
し
っ
つ

一
二
段
の
小
段
丘

を
造
っ
て
蛇
行
し
て
居
ろ
か
ら
で
あ
る
｡
此
の
事
薯
は

必
ず
し
も
本
地
城
の
沈
降
を
物
語
る
も
の
で
は
L･t
-
寧

ろ
武
石
川
の
下
流
に
火
山
革
鐙
が
起
っ
て

1I
時
武
石
川

の
老
衰
を
超
し
て
居
る
状
況
聖
不
す
も
の
で
は
あ
る
が

現
在
の
河
川
も
倍
は
地
殻
運
動
の
直
接
或
は
間
接
の
影

響
を
受
け
つ
つ
あ
る

一
例
ビ
し
て
任
意
す
る
に
足
る
｡

七
'
美
ヶ
原
南
端
の
地
形
上
に
見
る

餅
崖
と
地
質
団
に
規
披
れ
た
噺
藩

政
て
次
に
目
を
樽
じ
て
山
頂
部
}J
其
の
甫
方
断
崖
附

近
の
地
形
及
び
地
異
的
還
境
を
見
や
う
｡
美
ヶ
原
高
毒

に
績
き
安
山
岩
の
基
盤
を
な
す
武
石
峰
は

1
の
贋
き
平

原
を
な
し
安
山
岩
が
噴
出
し
た
基
盤
は
準
平
原
に
近
い

彼
漫
な
起
伏
を
な
し
た
老
年
期
の
地
形
を
豊
し
て
屠
た

事
は
何
等
疑
ひ
が
な
い
｡
即
ち
･武
石
峰
附
近
で
は
千
八

夢
二
戟

三

〇

四
八

官
米
よ
上
向
き
所
に
石
其
閃
紘
岩
よ
り
成
る
基
盤
が
露

出
し
､
同
様
に
美
ヶ
原
東
北
万
物
見
石
山
附
姓
で
も
千

八
育
前
後
の
高
所
に
石
英
閃
練
岩
よ
り
成
る
基
盤
が
茶

出
し
て
屠
る
.
然
る
に
王
ケ
鼻
西
方
で
は
千
五
青
光
の

低
所
に
至
っ
て
始
め
て
石
英
閃
紋
岩
の
.露
出
を
見
'
王

ケ
鼻
滴
々
西
で
は
千
凹
百
米
に
下
っ
て
姉
め
て
之
れ
を

見
'
三
城
附
近
で
は
千
二
百
米
に
於
い
て
之
れ
を
見
る

此
の
地
質
上
の
都
賓
に
反
し
王
ケ
鼻

及
び
美
ヶ
原
両
所

の
懸
崖
は
明
ら
か
に
安
山
岩
を
略
ば

一
直
線
に
制
-
安

山
岩
噴
出
後
に
生
じ
た
る
断
暦
崖
LJ
る
事
を
明
示
す
れ

で
も
王
ケ
鼻
及
茶
円
山
等
の
北
方
に
は
安
山
岩
の
地
質

中
に
著
し
き
断
絶
を
欠
き
武
石
高
菱
の
南
何
の
沈
降
は

王
ケ
鼻
及
茶
臼
山
の
安
山
岩
噴
刑
前
に
あ
I
.し
罫
を
暗

示
し
て
居
る
.
欽
…ら
ば
安
山
岩
の
吸
出
は
大
地
塊
i=H動

の
発
生
に
依
っ
て
始
ま
-
､
正
に
安
山
岩
火
山
活
動
の

或
時
期
に
も
此
の
運
動
が
起
っ
た
亡
者

へ
る
都
が
出
凍

る
0美
ヶ
原
山
頂
ビ
鉢
伏
～;
1頂
と
の
問
に
挟
ま
れ
入
粁
の

幅

(
或
は
三
城
ビ
薄
川
間
三
粁
飴
)
を
有
し
て
西
地
よ

-
東
南
に
延
長
し
､
三
城
よ
-
東
南
は
碁
敵
の
大
火
山

‥
･
-.
,
-

･/1
･･
･･
･

･I-
A-
1一111･IId
lll111J



活
動
舞
届
t
竃

わ
た
る
入
山
遊
低
地
碑
が
地
溝
L･4
る
輩

は
多
-
の
地
墳
撃
的
万
態
に
依
っ
て
も
稚
明
し
得
る
朗

で
あ
る
が
以
上
の
二
三
の
地
質
撃
の
事
賓
を
知
っ
て
地

形
聾
に
之
れ
を
仔
細
に
観
察
す
る
も
亦
明
ら
か
に
静
明

し
符
ら
る
る
の
で
あ
ら
う
｡

(第
三
国
塵
照
)

<
､
噺
層
を
暗
示
す
る
山
の
斜
面

次
に
武
石
､
鉢
伏
区
の
地
塊
運
動
に
関
す
る
手
鞠
･C,

を
柑
る
渇
め
に
二
'
三
の
分
水
魔
の
両
側
に
於
け
る
傾

斜
に
任
意
し
て
見
や
う
｡
発
つ
武
石
峰
よ
-
美
ヶ
原
､

物
見
石
山
'
犬
入
ラ
ズ
山
を
経
て
飴
旦
峠
に
至
る
石
英

閃
練
岩
山
地
甫
両
の
傾
斜
は
著
し
-
北
方

へ
の
傾
斜
よ

り
大
で
あ
る
輩
を
贋
見
す
る
で
あ
ら
-
｡
此
の
原
因
は

片
班
を
量
せ
ず
且
つ
岩
質
を
同
じ

う
す
る
石
英
閃
紋
岩

地
域
に
於
い
て
は
前
翰
題
の
侵
蝕
而
'
太
陽
熱
の
石
基

閃
紘
岩
に
及
ぼ
す
影
聾
及
び
雨
斜
面
に
於
け
る
耐
畳
の

大
小
に
依
る
影
車
以
外
に
は
断
層
の
敬
鐘
を
考

へ
る
よ

･Jl
外
は
無
い
で
あ
ら
-
U
然
る
に
前
輪
廻
の
侵
蝕
面
は

此
の
地
域
で
は
概
し
て
北
兼
に
傾
斜
L
t
雨
量
は
寧
ろ

北
面
に
多
い
か
ら
'
南
面
の
傾
斜
を
急
な
ら
し
む
る
原

信
地
中
火
筒
基
地
邸
及
び
地
質
拳
的
潜
･F.'#

田
TJ
で
は
太
陽
の
直
射
に
依
っ
て
苗
面
に
あ
る
石
拡
ハ閃

緑
岩
が
多
少
速
や
か
に
脚
壊
し
侵
蝕
を
著
し
か
ら
し
む

番
が
考

へ
ら
る
る
の
み
で
あ
る
｡
殊
に
此
の
地
塊
を
違
･

望
せ
る
時
の
全
景
は
鯉
尻
峠
附
近
か
ら
武
石
峠
の
間
に

於
い
て
極
め
て
扇
卒
な
る
大
恒t
塔
丘
を
作
る
山
地
L･.
ち

に
於
い
て
を
や
で
あ
る
｡
然
し
今
暫
ら
-
此
虞
に
南
面

の
急
斜
面
の
構
成
が
地
塊
運
動
に
鍋
係
す
る
も
の
で
あ

る
'J
の
結
論
を
保
留
し
て
'
武
石
川
北
岸
に
輩
ゆ
る
武

石
山
脈
の
分
水
飽
存
在
の
位
置
を
見
る
に
､
野
方
武
石

峠
よ
-
東
方
熊
偉
峠
に
至
る
迄
は
分
水
嶺
が
斉
し
-
柄

方
に
偏
し
南
斜
面
が
北
斜
所
よ
-
急
で
あ
る
の
が
､
翫

ら
れ
る
が
､
之
れ
よ
り
以
西
に
於
い
て
は
分
水
飴
は
略

ば
山
脈
の
中
軸
を
走
ら
前
科
両
の
傾
斜
も
殆
.,/J同

1
で

あ
る
｡
故
に
此
の
山
地
の
傾
斜
は
必
ず
し
も
岩
石
の
走

行
.
傾
斜
'
或
は
前
述
の
太
陽
熱
の
影
響
等
で
は
な
い

罫
が
見
ら
れ
る
で
あ
ら
-
0

然
か
の
み
な
ら
や
武
石
川
沿
岸
の
大
布
施
よ
h
下
小
寺

尾
附
近
に
至
る
間
の
I;
脚
は
殆
.,JJ
一
宮
線
に
兼
閏
に
走

h
t
分
水
嶺
は
之
れ
に
少
し
-
斜
行
し
て
間
甜
南
よ
h

兼
東
北
に
向
び
大
布
施
附
淀
で
は
分
水
敬
迄
の
距
離
五

1
W

四
九



地

球

節

八
容

官
米
を
越
え
ざ
る
に
小
寺
属
で
は
其
の
距
郡
が

一
粁
を

越
ゆ
る
事
賓
は
地
形
問
で
見
る
通
わ
で
あ
る
か
ら
､
此

虞
七
断
盾
の
影
響
が
甚
だ
大
な
る
べ
し
ビ
恨
憩
す
る
蔀

は
決
し
て
無
理
な
轟
で
は
t･b
い
｡
勿
論
此
巌
で
武
石
川

沿
岸
の
卒
地
面
が
内
村
川
沿
岸
の
其
れ
よ
b
も
可
成
b

高
位
に
あ
-
同
時
に
卒
地
雨
の
傾
斜
が
大
で
あ
る
郭
が

忘
れ
ら
れ
て
は
居
る
の
で
は
な
い
｡

九
'
種
々
な
る
渓
谷
の
地
質
学
的
意
義

最
後
に
武
石
鉢
伏
山
国
中
に
散
超
す
る
主
な
る
川
谷

の
方
向
を
見
る
に
入
山
迎
地
溝
を
洪
就
す
る
紳
川
は
東

南
よ
-
西
北
に
流
れ
る
断
層
谷
を
な
す
に
反
し
内
相
川

武
石
川
は
略
ば
碑
よ
-
東
に
流
れ
て
和
相
川
S
.下
流
な

る
依
田
川
に
合

し
'
大
観
す
れ
ば
北
北
1,=-=
よ
-
南
南
東

に
延
長
す
る
武
石
'
美
ヶ
原
の
高
轟
よ
り
登
す
る
水
を

受
け
て
の
凝
達
し
た
る
谷
･W
し
て
は
概
し
て
営
熱
な
る

進
路
を
迫
っ
て
は
居
る
が
兼
餌
に
走
る
断
層
が
武
石
川

及
内
村
州
の
流
路
を
多
少
支
配
し
て
居
る
串
も
亦
知
ら

れ
て
屠
る
｡
殊
に
内
村
州
が
度
数
助
の
酉
南
に
於
い
て

突
然
東
北
に
流
路
を
縫
じ
武
石
川
は
大
布
施
の
西
南

に

第
二
髄

二三1

五

〇

於
い
て
､

叉
和
田
州
は
上
和
相
の
西
南
に
於
い
て
何
れ

も
突
然
に
流
路
を
鍵
す
る
状
況
は
決
t
て
看
過
し
得
な

い
｡
此
の
北
北
西

へ
の
延
長
は
小
腺

郡
帝
木
村
沓
掛
温

汲
及
び
別
韓
池
泉
の
附
近
を
迫
過
す
る
を
見
れ
ば
恐
ら

-
此
の
地
帯
に

一
の
地
質
構
造
線
の
存
在
を
暗
示
す
る

も
の
ビ
兄
L･.
け
れ
ば
L<
ら
ぬ
｡
又
鉢
伏
山
よ
り
凝
し
て

商
流
L
鞭
訪
盆
地
に
排
ぐ
題
の
横
川
川
は
鉢
伏
山
宮
田

龍
ビ
共
に

一
直
線
に
南
北
に
延
長
し
地
質
撃
的
静
接
に

依
る
も
内
相
骨
ビ
所
謂
結
晶
片
岩

(
恐
ら
-
古
生
暦
が

倣
雅
紀
後
牛
の
基
性
送
入
岩
を
蛇
紋
岩
化
せ
る
ビ
同
期

の
地
殻
肇
動
に
依
っ
て
局
部
的
壁
質
を
受
け
て
結
晶
片

岩
化
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
)
と
の
直
線
的
按
鯛
に二
依
っ

て
断
簡
な
る
蔀
が
滞
即
さ
れ
る
｡
同
藤
な
る
罫
賓
は
之

れ
ま
わ
充
た
bる
下
批
訪
町
砥
州
的
岸
に
於
い
て
も
見
ら

れ
る
｡結

語

信
濃
中
央
高
基
形
成
前
後
の
地
質
撃
的
状
況
を
判
断

す
る
に
必
要
な
る
地
異
及
び
地
形
上
の
事
賓
を
述

べ
凍

れ
ば
資
に
以
上
の
如
-
で
あ
る
第
三
紀
浪
未
来
以
後
に
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放
け
る
本
地
方
の
地
碍
襲
動
は
全
階
だ
し
て
昔
し
き
隆

起
を
起
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
個
々
の
捷
鋤
は
局
部
に

依
り
或
は
隆
起
で
あ
っ
た
-
陥
没
で
あ
っ
た
-
し
た
蔀

が
あ
る
.
断
府
の
方
向
は
西
北
'
東
南
の
方
が
主
な
る

も
の
と
し
之
れ
に
兼
'
西
及
び
南

･
北
の
も
の
が
交
叉

し
て
居
る
｡
中
央
高
藁
の
隆
起
を
起
し
た
運
動
の
時
期

は
回
藍
川
暦
が
堆
積
を
始
め
ん

と
し
た
時
と
佃
王
ケ
鼻

茶
臼
山
等
の
故
郷
安
出

石
の
噴
出
を
始
め
ん
;u
し
た
時

U
の
二
大
期
に
分
つ
轟
が
出
水
や
-
｡
而
し
て
中
央
苗

轟
上
に
見
る
平
坦
而
の
構
成
作
用
は
鮮
新
世

(
恐
ら
ぐ

は
中
頃
)
中
に
適
っ
た
摺
曲
運
動
後
に
始
ま
-
第
四
紀

直
前

に
武
石
峰
､
鉢
伏
山
或
は
高
ポ
チ
山
に
兄
ら
る
る

状
況
に
遵
し
た
も
の
ーで
あ
る
｡

信
濃
中
央
高
毒
上
に
厳
存
す
る
石
英
閃
維
岩
及
び
内

0
0

村
暦
上
に
見
る
平
坦
所
は
事

賓

に
し
て
某
氏
が
丹
障
山

塊
止
見
ら
る
･小
平
川
面

お
香
定
せ
ん
だ
す
る
に
普
-
～

0
0

同
地
方
が
敢

近

に
於
い
て
湛
し
き
地
殻
運
動
な
行
ひ
し

00●●

の
,故
を
以
っ
て

其
れ以前の
平
原
化
作
用
が
行
は
れ

ぎ

b
L
t
b
る
べ
し
ビ
希
す
が
如
き
抽
象
概
念
は
此
握
に
は

成
立
し
な
い
｡
雅
此
の
卒
膜
面
が
如
何
程
の
面
積
を
有

せ
し
や
に
至
っ
て
は
末
だ
筆
者
の
断
定
し
程
ざ
る
虞
で

あ
る
け
れ
.A/J
も
位
か
数

十平
方
粁
の
如
き
小
南
積
の
も

の
で
は
無
っ
た
轟
だ
け
は
確
か
で
あ
っ
て
'
筆
者
は
恐

ら
-
富
士
火
山
静
止
数
千
平
方
肝
に
鱗
が
れ
る
も
の
で

な
か
っ
た
も
の
か
ビ
恐
考
す
る
｡
此
の
班
由
は
何
れ
他

の
磯
骨
に
述

べ
る
蔀
が
あ
ら
-
が
同
様
な
る
地
形
が
稀

不
完
全
tI･bが
ら
上
田
市
北
方
の
山
地
即
ち
鋸
基
山
及
び

大
松
山
附
近
の
別
所
潜
､̀
細
粒
石
英
閃
惣

石
及
び
流
紋

岩
よ
･C,な
る
･･凹
地
の
例
榊
耐
上
に
も
見
ら
れ
る
事
は
善

光
寺
卒
及
小
腺
平
野
を
雄
行
す
る
人
々
の
常
に
観
取
す

る
虞
で
あ
ら
う
｡

終
-
に
臨
み
筆
者
は
本
稿
甲
の
大
部
分
の
相
和
を
供

給
せ
ら
れ
た
る
小
川
進
氏
に
謹
み
て
謝
意
を
衆
す
る
｡

(
完

)

信
紙
叫
火
･::f
拓
の
地
質
及
.ひ
地
形
準
的
怒
溢

ニ
曽
一

五

1


